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境総合文化センターで第２０回伊勢崎市老人ク
ラブ連合会芸能大会を開催しました。
　当日は、およそ２００人の出演者による踊りや

民謡、レクダンスなどが披露され、それぞれ趣向を
凝らした演技などに会場内はにぎわいました。
　最後には大抽選会が行われ、当選した１０チー
ムの代表とともに、大会は閉会されました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。会
員
の
皆
様
に
は
、お
健
や
か
に

新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、日
頃
よ
り
本

会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、深
い
ご
理
解

と
多
大
な
ご
協
力
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
能
登
半
島
地
震
な
ど

想
像
を
超
え
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。市
老
連
と
し
て
は
、被
災
地
支
援
と

し
て
会
員
の
皆
様
に
災
害
救
援
拠
金
の

お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、５
０
５
，７
３
１

円
が
集
約
さ
れ
、群
馬
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
を
通
じ
て
被
災
地
老
連
へ
送
金
い

た
し
ま
し
た
。皆
様
の
温
か
い
志
と
組
織

連
携
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
役
員
、部
会
員
一
丸
と

な
り
市
老
連
運
営
方
針
に
あ
る
重
点
施

策
達
成
の
た
め
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。新
春
と
は
い
え
厳
し
い
寒
さ

が
続
く
毎
日
で
す
。お
体
に
気
を
付
け
て

無
理
な
く
活
動
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
素
よ
り
、豊
富
な
経
験
と
知
識
を

活
か
し
、地
域
活
動
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、本
市
の
推
進
す
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
共
生
社

会
の
実
現
に
当
た
り
、そ
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。令
和
6
年
3
月

に
は
、健
康
で
自
立
し
、身
近
な
仲
間
と

支
え
合
い
な
が
ら
、住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
実
践
さ
れ
て
き
た
皆
様
の
さ
ら
な

る
活
躍
の
一
助
と
な
る
よ
う
、「
伊
勢
崎

市
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
へ
の
提
言
」が
作

成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、令
和
7
年
1
月
1
日
に
新

市
誕
生
20
周
年
を
迎
え
、今
後
50
年
、

１
０
０
年
経
っ
て
も
輝
き
続
け
る
持
続

可
能
な
地
方
都
市
を
目
指
し
、さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、引
き
続
き
皆
様
の
知
恵
と
力
で
、未

来
に
咲
き
誇
る
伊
勢
崎
市
の
創
生
に
お

力
添
え
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
。

　

結
び
に
、伊
勢
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
益
々
の
発
展
と
、会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

伊
勢
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
宮
野
　
晃

新
年
の
ご
挨
拶

伊
勢
崎
市
長
　
臂
　
泰
雄

新
年
の
ご
挨
拶

私たちは伊勢崎市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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友愛 単位クラブだより
悩
み
と
楽
し
み

今
泉
町
二
丁
目
い
ず
み
会　

西
澤　

武
久

発
足
時（
昭
和
34
年
）の
貴
重
な

資
料
が
出
て
き
ま
し
た

茂
呂
町
一
丁
目
老
友
会　

会
長　

八
田　

正
已

　

こ
の
精
神
を
引
継
ぎ
変
化
は
し
て
い
ま
す
が
、今

年
度
の
年
間
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。4
月
の
定
期

総
会・お
花
見
会
に
始
ま
り
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
週
1
回
）・

輪
投
げ（
週
1
回
）・グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ（
週
2
回
）・ハ

ー
モ
ニ
カ（
月
2
回
）・カ
ラ
オ
ケ（
月
2
回
）・そ
し
て

9
月
の
社
会
奉
仕
の
日
と
し
て
会
議
所
周
辺
の
除

草
と
清
掃・11
月
の
日
帰
り
研
修
旅
行（
榛
名
湖
温

泉
ゆ
う
す
げ
元
湯
）と
お
誕
生
会
と
し
て
全
員
に
些

少
の
お
菓
子
と
卆
寿
対
象
者
に
記
念
品・1
月
に
新

年
会・年
度
末
ま
で
に
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
苦

労
会
を
計
画
実
行
し
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
は
会
員
の
活
躍
に
よ
り
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
で
県
老
連
大
会
の
茂
呂
地
区
代
表
の
6
人
中
3

人
が
出
場・輪
投
げ
で
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に
市
老
連
大

会
に
出
場
と
活
躍
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
会
員
の

勧
誘
活
動
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。　

茂
呂
地
区

南
地
区

　

今
二
い
ず
み
会
の
現
況
を
紹
介
し
ま
す
。会
員

は
82
名
、女
性
が
70
％
以
上
で
す
。部
活
と
し
て

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ（
平
和
公
園
週
1
回
、会
議

所
の
庭
月
2
回
）、輪
投
げ（
月
2
回
）、日
本
舞
踊

（
月
4
回
）、カ
ラ
オ
ケ（
月
2
回
）が
今
二
会
議

所
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。悩
み
は
若
い
入
会
者

が
減
り
、会
員
数
が
年
々
減
っ
て
い
る
事
で
す
。高

齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。因
み
に
今
年
度
中
頃
に

は
平
均
年
齢
が
86
歳
近
く
に
な
り
ま
す
。内
訳

は
70
代
9
人
、80
代
59
人
、90
代
14
人
で
す
。本

部
主
催
の
行
事
と
し
て
は
誕
生
会（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
楽
器
演
奏
と
合
唱
、手
品
等
有
り
）、日

帰
り
親
睦
旅
行
が
会
員
に
好
評
で
す
。そ
の
他
、

南
小
学
校
の
下

校
時
児
童
見

守
り
パ
ト
ロ
ー

ル
や
会
報
「
い

ず
み
会
便
り
」

の
発
行
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

いずみ会「ゆうすげ」旅行　令5.10.24

私たちは伊勢崎市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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私
た
ち
東
国
定
上
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

55
名
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。特
に
人
気
な
の
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
で
、大
会
で
の
好
成
績
に
向

け
て
日
頃
か
ら
練
習
し
、ク
ラ
ブ
内
で

の
大
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。会
員

皆
老
い
て
益
々
盛
ん
と
言
っ
た
と
こ
ろ

で
、ボ
ー
ル
を
見
る
目
は
真
剣
そ
の
も

の
で
す
。

　

ま
た
、私
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
の
が
、春
秋
2
回
の
研
修
旅
行
で

す
。今
春
は
湯
田
中
温
泉
に
行
き
ま

し
た
。2
泊
3
日
の
旅
行
で
し
た
が
、

中
日
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
、

宴
会
の
際
は
カ
ラ
オ
ケ
も
交
え
る
な

ど
、和
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ

が
小
康
状
態
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
後
も
様
々
な
活
動
に
対
し
て
、健

康・友
愛・奉
仕
の
三
本
柱
を
胸
に
取

り
組
み
た
い
所
存
で
す
。

私
た
ち
の
活
動
紹
介

東
国
定
上
老
人
ク
ラ
ブ浅

貝　

安
彦

あ
ず
ま
地
区

　

題
名
の
輪
の
会
田
中
島
は
ク
ラ
ブ
の

名
前
で
す
。平
成
26
年
に
20
名
で
発

足
し
ま
し
た
。

　

毎
月
第
1・第
3
の
土
曜
日
に
午
前

9
時
半
か
ら
、11
時
ま
で
地
区
の
住
民

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。1
セ
ッ
ト

は
9
個
の
輪
を
投
げ
ま
す
が
、結
構

体
力
を
使
う
の
で
3
セ
ッ
ト
ず
つ
全
員

が
投
げ
た
ら
10
分
程
休
憩
を
挟
み
ま

す
。休
憩
中
に
話
し
が
弾
み
、30
分
も

過
ぎ
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
伊
勢
崎
地
区
の
大
会
で
、た

ま
た
ま
4
位
に
な
り
、県
大
会
に
初
め

て
出
場
し
ま
し
た
。成
績
は
下
位
で

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
体
力
が
続
く
限
り
が

ん
ば
ろ
う
と
皆
で
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。

輪
の
会
田
中
島

田
中
島　

尾
藤　

一
雄

宮
郷
地
区

（4）
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老
人
会
解
散
の
話
が
あ
ち
こ
ち
で

聞
こ
え
ま
す
。除
ケ
町
も
10
数
年
前

に
解
散
し
、今
の
福
寿
会
は
8
年
前
に

誕
生
し
た
若
い
会
で
す
。そ
の
た
め
、

未
経
験
の
役
員
に
よ
る
目
先
を
変
え

な
が
ら
手
さ
ぐ
り
で
始
め
た
、さ
ま
ざ

ま
な
活
動
も
今
は
定
着
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、私
達
は『
明
る
く
楽
し
く
元

気
よ
く
』を
モ
ッ
ト
ー
に
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
福
寿
会

の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
帰
り
温
泉
花
見
会

●
認
知
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

●
卒
寿・百
寿
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
配
付

●
日
帰
り
温
泉
暑
気
払
い

●
長
寿
祝『
慶
壽
』配
付

●
全
国
一
斉
奉
仕
活
動

●
一
泊
研
修
旅
行

●
出
前
講
座

●
忘
年
会・新
年
会

●
見
守
り
活
動・他

　

そ
の
他
、輪
投
げ
や
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ

ブ
活
動
、ま
た
町
内・地
区
行
事
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

『
明
る
く
楽
し
く
元
気
良
く
』を
目
指
し
て
！

除
ケ
町
老
人
会
福
寿
会　

石
田　

雅
久

豊
受
地
区

謹賀新年

福寿会全国一斉奉仕活動参加者
令和6年9月20日㈮

私たちは伊勢崎市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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　10月４日㈮絣の郷スポーツ交流館を会場として第
19回輪投げ大会を開催しました。
　当日は、36チーム235名の参加があり９ブロックに
分かれて試合が行われ、上位４チームが県大会へ
出場しました。

　７月９日㈫絣の郷スポーツ交流館を会場として、第20回
スマイルボウリング大会を開催しました。
　18チーム120名が６ブロックに分かれ、熱戦が繰り広げ
られました。

　９月１２日㈭安堀河川公園ゲートボール場で、第１７回ゲートボ
ール大会を開催しました。
　当日は好天に恵まれ、８チーム44名が２コートに分かれ、熱戦
が繰り広げられました。

輪投げ大会 スマイルボウリング大会

ゲートボール大会

市老連大会等行事報告

平塚輪投げクラブ（境地区）優　勝

宮郷ひまわりB（宮郷地区）優　勝

八重桜（宮郷地区）優　勝

北親会チーム（茂呂地区）準優勝

赤堀今井町２丁目友愛クラブ（赤堀地区）準優勝

山王町（名和地区）準優勝

西久保町二丁目老人クラブ（赤堀地区）第３位

中下区スマイルボウリング愛好会（殖蓮地区）第３位

柴　町（名和地区）第３位

戸谷塚町Bチーム（名和地区）第４位

▲優勝した平塚輪投げクラブ

▲優勝した宮郷ひまわりBチーム

▲優勝した八重桜チーム

（6）
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　９月２７日㈮県老連と群馬ヤクルト販売㈱共同事業「健康ウ
ォーキングツアー」が開催さ
れました。
　市老連からは３１名が参
加し、玉原高原遊歩道の散
策や川場田園プラザの見
学等を楽しみました。

　１１月１５日㈮、ベイシア文化ホールで令和６年度
群馬県老人クラブ大会及び第４８回県老連芸能発
表大会が開催されました。
　第一部の老人クラブ大会では、伊勢崎市老連か
ら会員加入促進
運動目標達成老
連および個人合
計21名が表彰さ
れました。

ぐんまねんりんピック2024
　10月31日㈭ALSOKぐんま総合スポーツセンターで、ぐんま
ねんりんピック2024が開催されました。
　市老連として、グラウンドゴルフ、ゲートボール、ペタンクの３
競技に、７チーム34名が出場しました。
　上位入賞チームを紹介します。
【ゲートボール】
１組１位　宮郷
４組２位　柴町

【グラウンドゴルフ】
Bブロック２位　名和

　また、午後の部では、市老連を代表して、名和地
区によるリズム体操“河内おとこ節”が大トリで披露
され、会場内は盛り上がりました。

　

10
月
25
日
㈮
前
橋
市
北
部
運
動
場
で
、県

老
連
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
老
連
を
代
表
し
て
５
チ
ー
ム
30
名
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

上
位
チ
ー
ム
及
び
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。 　

11
月
26
日
㈫
ヤ
マ
ト
市
民
体

育
館
前
橋
を
会
場
に
、県
老
連

輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、市
老
連
か
ら
４
チ
ー

ム
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
チ
ー
ム
を
紹
介
し

ま
す
。

４
位　

平
塚
輪
投
げ
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
境
）

６
位　

戸
谷
塚
町
チ
ー
ム

　
　
　
（
名
和
）

チ
ー
ム
成
績

個
人
成
績

４
位　

名
和　

８
位　

茂
呂

６
位　

松
村　

計
三（
あ
ず
ま
地
区
）

７
位　

片
野
八
恵
子（
名
和
地
区
）

健康ウォーキングツアー

群馬県老人クラブ大会・
県老連芸能発表大会

第４1回県民スポーツ祭

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 輪

投
げ
大
会

令和６年度県大会等参加報告
（7）

私たちは伊勢崎市老人クラブ連合会の活動を応援しています



天
高
し
得
意
料
理
を
生
き
甲
斐
に

菊
池
八
重
子（
南
）

冬
手
編
今
は
リ
ハ
ビ
リ
十と
と
せ年
経
ち

倉
林
喜
美
子（
南
）

紫
陽
花
の
色
あ
ざ
や
か
に
競
い
咲

中
野　

房
江（
茂
呂
）

毛
糸
編
む
嫁
つ
ぎ
し
娘
思
いつつ

萩
原
や
よ
い（
茂
呂
）

炎
暑
に
も
デ
ー
ト
は
夫
と
G
ゴ
ル
フ

小
堀　

正
枝（
赤
堀
）

競
い
合
う
炎
夏
と
G
G
笑
い
泣
き

渡
辺　

正
子（
赤
堀
）

零
余
子
追
う
ボ
ー
ル
の
走
り
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

室
橋
伊
知
郎（
赤
堀
）

寄
り
添
い
て
祈
り
は
希
望
扉
あ
け

　
　

時
に
楽
し
く
時
に
寂
し
く

梶
山　

佳
代（
茂
呂
）

一
心
に
編
み
し
セ
ー
タ
ー
濃
緑
の

　
　

一
針
に
見
し
冬
の
生
垣

根
岸　

美
子（
あ
ず
ま
）

芸
文

俳
句

短
歌

テ
ー
マ健

康

　先日、友人の誘いで、ある講
演会に参加する機会がありま

した。その中で「挨拶」について話されていました。当
たり前のことですが、なかなか出来ていないのが挨拶
だと気付かされました。特に家族の間でしっかり挨拶
をしているだろうか?まず朝一番の「おはようございま
す」から始めてはいかがでしょうか。きっと明るい空気
になると思います。夫婦の間では尚更です。声の高さ
はドレミのラの音階が心地良い音階とのこと、実践し
ていきたいと思いました。

編集後記

文教交通部会長　須永　敏夫

　このたびは、広報誌に広告のご協賛をいただき、誠にありがとうございます。本誌は誌面を通じて会
員の交流・情報交換はもとより、地域の皆様に老人クラブの活動をご理解いただき、一層の交流の輪を広げるため発行するものでございます。
以上の趣旨をご理解いただき、引き続き広告掲載のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 【伊勢崎市老人クラブ連合会】

ご協賛いただいた皆様への御礼

私たちは伊勢崎市老人クラブ連合会の活動を応援しています

（8）


